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  百万円未満切捨て

１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第１四半期 642 2.7 24 － 23 － 7 － 

26年３月期第１四半期 625 △1.6 △17 － △17 － △21 － 
 
（注）包括利益 27年３月期第１四半期 7 百万円 （－％）   26年３月期第１四半期 △21 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第１四半期 0.91 0.88 

26年３月期第１四半期 △2.62 － 

（注）当社は平成25年10月１日付で普通株式１株につき50株の株式分割を行っております。そのため、１株当たり四半期

純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年３月期第１四半期 2,517 1,435 57.0 

26年３月期 2,578 1,462 56.7 
 
（参考）自己資本 27年３月期第１四半期 1,435 百万円   26年３月期 1,462 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
26年３月期 － 0.00 － 4.00 4.00 
27年３月期 －         
27年３月期（予想）   0.00 － 4.00 4.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３.平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 2,940 9.3 330 22.2 330 22.2 180 44.6 21.27 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期１Ｑ 8,464,700 株 26年３月期 8,464,700 株 

②  期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 250 株 26年３月期 250 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 8,464,450 株 26年３月期１Ｑ 8,324,712 株 

（注）当社は平成25年10月１日付で普通株式１株につき50株の株式分割を行っております。そのため、発行済株式 
   数（普通株式）は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。なお、四半期報告書
については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が本資料発表日現在において入手可能な情報
に基づき作成されたものです。実際の業績は、今後の様々な要因により、予想値と異なる可能性があります。なお、
業績予想の前提となる仮定等については、［添付資料］Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業
績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動により個人消費お

よび生産活動に弱い動きがみられた一方、企業収益および雇用情勢は着実に改善する等、総じて緩やかな景気回復

が継続いたしました。 

 このような経済状況において、当社は、将来の成長を見据え、メンタリティマネジメント事業においては、６月

19日に国会で成立し、同月25日に公布された「労働安全衛生法の一部を改正する法律」に基づくストレスチェック

義務化について、対応サービスの開発、商品ラインナップの整備、販売チャネルの開拓等、遅くとも2015年末まで

には施行されることとなった法改正を踏まえ、新たなサービスの提供開始に向けた体制強化に取り組みました。ま

た、就業障がい者支援事業においては、保険分野で有力企業との取引基盤を有するマーケットホルダーとの連携強

化によるＧＬＴＤ（団体長期障害所得補償保険）の新規顧客獲得を推進いたしました。 

 当期間の売上高につきましては、リスクファイナンシング事業の売上高が期初想定どおり前年同期を下回ったも

のの、メンタリティマネジメント事業および就業障がい者支援事業の売上伸長が同減収をカバーし、ほぼ計画どお

りの順調な進捗状況となりました。一方、費用面につきましては、引き続き既存および新規サービス拡大のための

各種投資を進めておりますが、前年同期に発生した一過性のコストが解消されたことにより、経費負担が減少いた

しました。 

 その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は642百万円（前年同期比2.7％増）、営業利益は24百万円（前年

同期は営業損失17百万円）、経常利益は23百万円（前年同期は経常損失17百万円）、四半期純利益は７百万円（前

年同期は四半期純損失21百万円）となりました。 

 

 報告セグメントの業績は以下の通りです。 

 

（メンタリティマネジメント事業） 

 当事業におきましては、当期間、労働安全衛生法の一部改正によるストレスチェック義務化への対応を最優先課

題として、改正法の下での企業のメンタルヘルス対策を支援するためのサービス提供体制の構築に注力いたしまし

た。 

 従来からの販売活動につきましては、個人と組織のメンタルタフネス強化を実現する「アドバンテッジタフネ

ス」や採用適性検査「アドバンテッジインサイト」に加えて、前期より新たに提供を開始した休業者・復職者管理

代行サービス「Ｈ－ＡＲＭ－ＯＮＹ（ハーモニー）」やメンタルヘルスに対応できる産業医・産業保健師の業務委

託サービスの導入を推進いたしました。その結果、当期間の売上高につきましては、中国事業からの撤退および

「ＭＴＯＰ」等の旧来型サービスの売上減少を新規顧客獲得および新規サービス投入の効果発現による売上伸長が

カバーし、全体としては底堅く推移いたしました。費用面につきましては、ストレスチェック義務化等に対応する

各種投資を行った一方、前年同期に発生した様々な新しい取組のための追加コストの解消、中国事業関連の費用減

少、採用手数料減少等の結果、経費負担は減少いたしました。 

これらの結果、メンタリティマネジメント事業の売上高は358百万円（前年同期比0.5％増）、営業損失は58百

万円（前年同期は営業損失72百万円）となりました。 

 

（就業障がい者支援事業） 

 当事業におけるＧＬＴＤの新規顧客開拓につきましては、企業ニーズに適時に対応できるように担当企業制を導

入し、マーケットホルダーとの連携強化を通じた効果的かつ効率的な営業展開を図りました。また、ＧＬＴＤの既

存顧客につきましては、引き続き加入者数増加のための諸施策を実施し、募集ツールの改良等に取り組みました。

加えて、既存顧客の関連企業へのＧＬＴＤ制度導入の提案を推進しました。その結果、当期間の売上高につきまし

ては、新規契約獲得および既存顧客からの加入者数増加が売上伸長に寄与し、順調に進捗いたしました。費用面に

つきましては、システムおよび営業体制強化に伴うコスト増加があった一方、メンタリティマネジメント事業と同

様に採用手数料減少等の要因があり、全体としての経費負担は前年同期並みとなりました。 

これらの結果、就業障がい者支援事業の売上高は194百万円（前年同期比11.7％増）、営業利益は96百万円（前

年同期比26.9％増）となりました。 

 

（リスクファイナンシング事業） 

 主に個人を対象として保険商品を販売しております当事業におきましては、売上高につきましては想定どおりの

減少水準にとどまった一方、費用面につきましては、オペレーション業務の改善等、当事業の一層効率的な運営を

行うための各種施策を推進してコスト抑制に取り組みました。

 これらの結果、リスクファイナンシング事業の売上高は89百万円（前年同期比5.7％減）、営業利益は73百万円

（前年同期比3.9％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産額は前連結会計年度末より60百万円減少し、2,517百万円となりました。

流動資産は９百万円減少し、1,469百万円となりました。これは主に、一部サービスにおいて、代金回収条件が前

受けとなっていることにより現金及び預金が増加した一方で、保険代理店として契約者から領収した保険料にあた

る保険代理店勘定が減少したことによるものです。固定資産は51百万円減少し、1,048百万円となりました。これ

は主に無形固定資産が償却により減少したことによるものです。 

 当第１四半期連結会計期間末の負債は前連結会計年度末より34百万円減少し、1,081百万円となりました。流動

負債は30百万円減少し、1,053百万円となりました。これは主に、一部サービスにおいて、代金回収条件が前受け

となっていることによる前受収益の増加があった一方で、保険代理店として契約者から領収した保険料にあたる保

険料預り金が減少したことによるものです。固定負債は４百万円減少し、28百万円となりました。これは主に、長

期借入金が返済により減少したことによるものです。 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は前連結会計年度末より26百万円減少し、1,435百万円となりました。こ

れは主に、当第１四半期連結累計期間の経営成績の結果により利益剰余金が増加した一方で、配当を実施したこと

によるものです。 

 なお、保険会社に帰属する保険料で当社の口座に残高のあるものについては、保険代理店勘定及び保険料預り金

として対照勘定処理を行っております。これらを除いた場合の自己資本比率は61.2％となります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績予想につきましては、平成26年５月15日に開示した業績予想に変更はありません。 

 なお、１株当たり当期純利益につきましては、本資料発表日現在予測可能な株式数の増減を反映させた期中平均

株式数を元に算出しております。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 472,029 730,331 

受取手形及び売掛金 505,377 471,160 

保険代理店勘定 408,185 173,282 

繰延税金資産 48,173 32,227 

その他 44,250 62,002 

流動資産合計 1,478,016 1,469,005 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 77,974 77,974 

減価償却累計額 △51,870 △53,055 

建物及び構築物（純額） 26,103 24,918 

工具、器具及び備品 141,781 134,812 

減価償却累計額 △103,704 △100,757 

工具、器具及び備品（純額） 38,077 34,055 

有形固定資産合計 64,181 58,974 

無形固定資産    

のれん 500,045 484,244 

ソフトウエア 363,411 336,248 

ソフトウエア仮勘定 8,291 8,291 

その他 52,697 48,739 

無形固定資産合計 924,446 877,523 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,581 3,581 

敷金及び保証金 103,772 103,871 

その他 4,658 4,787 

投資その他の資産合計 112,012 112,240 

固定資産合計 1,100,640 1,048,738 

資産合計 2,578,657 2,517,744 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 150,000 150,000 

1年内返済予定の長期借入金 16,320 16,320 

未払法人税等 55,362 1,620 

前受収益 194,433 414,879 

保険料預り金 408,185 173,282 

賞与引当金 79,529 47,496 

その他 180,121 250,200 

流動負債合計 1,083,952 1,053,799 

固定負債    

長期借入金 13,360 9,280 

繰延税金負債 4,595 4,161 

資産除去債務 14,596 14,647 

固定負債合計 32,552 28,089 

負債合計 1,116,505 1,081,888 

純資産の部    

株主資本    

資本金 280,169 280,169 

資本剰余金 231,763 231,763 

利益剰余金 948,474 922,341 

自己株式 △163 △163 

株主資本合計 1,460,244 1,434,110 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 1,907 1,745 

その他の包括利益累計額合計 1,907 1,745 

純資産合計 1,462,151 1,435,855 

負債純資産合計 2,578,657 2,517,744 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 625,335 642,293 

売上原価 173,367 146,776 

売上総利益 451,968 495,516 

販売費及び一般管理費 469,071 471,300 

営業利益又は営業損失（△） △17,103 24,216 

営業外収益    

受取配当金 75 75 

為替差益 541 58 

未払配当金除斥益 － 110 

その他 26 39 

営業外収益合計 642 282 

営業外費用    

支払利息 1,376 1,059 

その他 0 － 

営業外費用合計 1,376 1,059 

経常利益又は経常損失（△） △17,838 23,440 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△17,838 23,440 

法人税、住民税及び事業税 779 114 

法人税等調整額 3,188 15,602 

法人税等合計 3,967 15,716 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△21,805 7,723 

少数株主利益 － － 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,805 7,723 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△21,805 7,723 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 780 △162 

その他の包括利益合計 780 △162 

四半期包括利益 △21,024 7,561 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △21,024 7,561 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：千円) 

 
メンタリティ 

マネジメント事業 

就業障がい者 

支援事業 

リスクファイナン

シング事業 
合計 

売上高        

外部顧客への売上高 356,163 174,516 94,655 625,335 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 

計 356,163 174,516 94,655 625,335 

セグメント利益 

又は損失(△) 
△72,337 76,310 76,887 80,861 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

                                (単位：千円)

 利益  金額

 報告セグメント計

 全社費用(注)

80,861

△97,964

 四半期連結損益計算書の営業損失(△) △17,103

 (注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：千円) 

 
メンタリティ 

マネジメント事業 

就業障がい者 

支援事業 

リスクファイナン

シング事業 
合計 

売上高        

外部顧客への売上高 358,082 194,926 89,284 642,293 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
- - - - 

計 358,082 194,926 89,284 642,293 

セグメント利益 

又は損失(△) 
△58,813 96,837 73,861 111,885 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

                                (単位：千円)

 利益  金額

 報告セグメント計

 全社費用(注)

111,885

△87,669

 四半期連結損益計算書の営業利益 24,216

 (注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費であります。
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